
日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震対策検討ワ ーキンググルー プ

報告書説明資料

内閣府（防災担当）

出典：内閣府ホームページ (https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf) 
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日 本 海 溝 ・ 千 島 海 溝 沿 い に お け る 最 大 ク ラ ス の 震 度 分 布 ・ 津 波 高 等 の 推 計 （ 令 和 2 年 4 月 公 表 ※ ）

日 本 海 溝 ・ 千 島 海 溝 沿 い に お け る 最 大 ク ラ ス ( M 9 ク ラ ス ）

地 震 の 揺 れ の 概 要

• 北 海 道 厚 岸 町 付 近 で 震 度 7
• 北 海 道 え り も 岬 か ら 東 側 の 沿 岸 部 で は 震 度 6 強
• 青 森 県 太 平 洋 沿 岸 や 岩 手 県 南 部 の一 部 で 震 度 6 強

0 検 討 領 域

東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震

の 地 震 を 想 定 し 、 震 度 分 布 ・ 津 波 高 等 を 推 計

0 推 計 し た 震 度 分 布
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町 震 度 71 弱

※ 岩 手 県 は 令 和 2 年 9 月 に 公 表。
詳 細 な 推 計 手 法 等 を 示 し た 報 告 書 は 令 和 4 年 3 月 2 2 日 に 公 表。
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日本海溝・千島海溝沿いにおける最大クラスの震度分布・津波高等の推計（令和2年4月公表※）

0推計した津波高
・三陸沿岸では宮古市で約30m

・北海道えりも町沿岸で約28m

・岩手県中部以北では東日本大震災よりも大きい

千島海溝モデル
日本海溝モデル
東北地方太平洋沖地震
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北海道沿岸部

② 
関東～東北沿岸部
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北海道
上松椙知北雨函雨函鹿森八長翌tll室室白苫苫日新新様ええ広広要銭l白釘11俎l厚淫浜根根根根根別標別別標羅羅泊泊留留留留根 色色 留留留留習紗要羮桑紗紗留留
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国町町町市市市市市町 町部町市市市町牧牧町町だ町もも111T町町市町市町町町町市市市市市町町町町町町町 月II9l月IIBl市村村村村村村村村村村村村村村村
町 町 市市 か 町町 村村村村

町 （志発島） （択捉島）

②
 

宮城 岩手
南館南鴨御大旭神鹿大日北い広浪祖岩七松束石石石石女石南南気気気逹大大大釜釜釜山山宮宮宮田久洋八三六東む大佐むむ横平青蓬今中つ深深
房山房911宿網市栢岨洗立茨わ野江馬沼ヶ島松巻巻巻巻111巻二三仙仙仙前船船船石石石mm古古古野慈野戸沢ヶ通つ間井つつ浜内森田別泊が浦浦
総市総市町白 市市町市城き町町市市浜町烏市市市市町市陵陸沼沼沼高高度渡市市市町町市市市畑市町市市所村市町村市市町町市村町町る町町
市 市

盟
市市 町 市 町町市市市盟市市市 村 村 市

※岩手県は令和2年9月に公表 。詳細な佳計手法等を示した報告書は令和4年3 22日に公表。
出典：内閣府ホームページ (https:／／www.bousal. go.」PJ」lShin/nihonkalko_chishima/WG/pdf/22032,

l
shiryo02. pdf) 
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日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震による被害想定

＜被害が最大となるケースにおける推計値＞

推計項目
（被害が最大となるケース）

千島海溝地震

死者数
（冬・深夜）

約199,000人 約100,000人

低体温症要対処者数
（冬・深夜）

約 42,000人 約 22,000人

全壊棟数
（冬・タ方）

約220,000棟 糸勺 84,000t東

経済的被害額
（冬・タ方）

約 31兆円 約17兆円

津波による被害 揺れによる被害 4 
出典：内閣府ホームペー ジ (https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf)
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防災対策の基本的方向

0巨大な津波により膨大な数の
死者が発生
く死者数（被害が最大となるケースの推計値） ＞ 
日本海溝地震：約19.9万人、千島海溝地震：約10万人

0建物被害、ライフライン・インフラ
被害など、甚大な被害が発生
く全壊棟数（被害が最大となるケースの推計値） ＞ 
日本海溝地震：約22万棟、千島海溝地震：約8.4万棟

0北海道から千葉県までの
広域にわたり被害が発生

---------

●人命を救う
●被害を最小化する
●回復をできるだけ早くする

0津波からの人命の確保
・避灘路、避難施設等の整備 ・防災教育・防災訓練の充実
・逝灘時における防寒対策 ·要配慮者への支援
・集団移転等の検討 等

0各般にわたる甚大な被害への対応
・建物の耐震化 ・出火・延焼防止対策
・ライフライン・インフラ施設の耐震化 等

0広域にわたる被害への対応
・広域的な支援体制の構築 ・事業継続計画の策定・充実
・救助・物資運搬等の人員・装備・備蓄の確保 等

0対策を推進するための事項
・防災意識の高し湖1域社会の構築 ・科学的知見の蓄積とデジタル技術の活用
・地震発生の注意を促す情報発信と地震への備えの再確認 等

-----

一
積雪寒冷地特有の課題

・吹雪や積雪寒冷により避難に時間を要する

・屋外や寒い屋内での避難は低体温症のリスクが生じる 等

北海道 ・東北等の沿岸地の特性
・ 地理的状況による全国からの応援体制の脆弱性の懸念 等

出典：内閣府ホームページ (https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf) 
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具体的に実施すべき対策

I. 津波からの人命の確保

一
積雪寒冷を考慮した津波避難タワーや避難路の整備、津波避難ビルの

指定等を推進し、避難距離や避難時間を短縮することで、避難の遅れ

による津波被害を軽減

シェルター付き避難階段 防寒機能付き避難タワー

一
地域や学校における防災教育や防災訓練を通じて、住民の避難

意識を向上させ、津波からの早期避難を促す
—-... ， 

‘,. 7 ー元l
”1二
一

学校教育での避難マップ作成 避難タワーでの避難訓練

-
避難場所での防寒具・暖房器具、発熱剤入り非常食等を備えるほか、

高台等においては、屋内の避難所への二次避難路を確保し、屋外又は

寒い屋内の避難場所における低体温症のリスクを軽減

衣類・非常食等の備蓄 避難場所における暖房器具の備え

1 要配慮者への支援

地域や行政等が連携し、要配慮者に対する個別避難計画の策定や

病気・障がい等に応じた備蓄、服用薬等の携帯の呼びかけ等を行い、

災害発生時の要配慮者の円滑かつ迅速な避難を確保

打合せによる個別避難計画策定 避難時の支援

一 地理的特性や人口構成など、地域の実情に応じて、事前に高台等への集団移転を検討

出典：内閣府ホームページ (https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf) 
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具体的に実施すべき対策

II. 各般にわたる甚大な被害への対応

一 1 出火 ・ 延焼防止対策 I
・建物の倒壊は、命を失う原因になるとともに、道路閉塞や火災、避
難者の発生、救助の妨け等の被害拡大の要因になるため、積雪
寒冷に考慮しつつ、建物の耐震化を推進
・住居、学校、医療施設、公共施設等の建物の耐震化、建物の
屋内の安全確保等の取り組みも推進

ロ

地震の揺れに加え、積雪荷重による倒壊への対処

地震時における火災の発生を抑える

ため、建築物の出火防止対策及び
延焼を防止するための初期消火対策

を推進

【出火防止対策】
・電気に起因する火災の発生を抑制
するための感震ブレーカー等の普及

等

【初期消火対策】
・住宅用消火器等の消火資機材の
保有の促進
・自主防災組織の充実 等

＇日血 I I鄭I

ー□：
感震ブレーカ ーの設置

初期消火率の向上

ライフライン ・ インフラ施設の耐震化等

地震からの早期復旧を図るため、あらゆる応急対策の前提として
ライフライン・インフラの機能を確保するための対策を推進

【ライフライン施設】
・電気、ガス、上下水道、通信等のライフライン施設の耐震化・耐浪化等 9· 

【インフラ施設】
・道路橋、鉄道高架橋、臨港交通施設等の耐震化
・鉄道の脱線対策
・岸壁、臨港交通施設等の耐震化 等 橋梁の耐震化の事例

出典：内閣府ホームペー ジ (https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf)
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具体的に実施すべき対策

m． 広域にわたる被害への対応

— 一
・広域的な被害に対し、国と地方公共団体等が連携し、救助、医療活
動、物資運搬等の広域的な支援を実施する体制を構築

・全国からの救助・救急、物資運搬等に当たる部隊を被災地域に迅速に
展開するため、道路、港湾、航路、空港等の総合的な啓開に関する
具体的な計画を策定

道路の啓開によるルー トの確保

‘ 

• J 

全国からの支援体制の構築

吹雪・積雪・凍結等により救助、物資運搬等の活動に時間を要する
懸念があるため、積雪寒冷を考慮した人員・装備・備蓄を確保

・迅速な対応が可能な人員の確保、訓練の実施
・積雪寒冷下での活動を考慮した防寒装備・資機材の確保
・物資供給が滞ることを想定した医薬品等の備蓄の確保 等

積雪地域での救助 積雪寒冷下での訓練

事業継続計画(BCP)の策定・充実 I
【対策後】

サプライチェーンの寸断等による経済的被害の二次的波及を
軽減するため、ライフラインやインフラ機能の早期復旧に加え、
行政や企業等による事業継続計画の策定・充実を図る

・中枢機能やデータのバックアップ体制の強化
・サプライチェーンの複数化や通信手段の確保等の検討
・訓練等による点検、見直しの継続的な実施 等

100% 【対策前】 100% 
平常(}) 平常(])

レベル
発災

レベ）レ

＇�［
動 BCPの 動

策定・充実
0% 時間 0% 

合鞍害を軽減させる

時間

8
出典：内閣府ホームページ (https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf)
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具体的に実施すべき対策

1.V． 対策を推進するための事項

一
地域や学校における防災教育や防災訓練、地方公共団体の首長や幹部に
対する実践的研修等を通じて、住民による「自助」 、地域コミュニティによる
「共助」、行政による「公助」の三位一体の防災対策を推進し、地域の「災害
文化」を醸成

地方公共団体向けの研修 地域向けの防災講座

一

9翡禎中1[1 寸- 幽l
・マグニチュー ド7クラス以上の地震が発生した場合、マグニチュー ド9
クラスの巨大地震への注意を促す情報発信を行う
・行政、企業、住民に対し、地震への備えの再確認を呼び掛けること

で、後発地震が発生した場合の円滑な避難、行政や企業等の
事業継続を促す

地震発生の特徴
地震が発生すると、その周辺でさらに大きな規模の後発地震が

発生する可能性がある。

く事例＞
平成23年(2011年）東北地方太平洋沖地震
（先発地震Mw7.3 -{垣亘←�後発地震Mw9.0)

地震学や社会科学等、様々な分野の研究の連携・推進を図るとともに、
先進技術やデジタル技術を活用することで、防災対策に係る観測・予測技術
の精度向上、被害シミュレーション等の高度化、情報収集・分析・共有等の
迅速化・自動化を推進

3D空間における津波浸水予測

後発地震が発生する可能性がある場合、
注意を促す情報を発信し、後発地震への備えを促す

数秒～ 2分～
十数秒後 3分後

震
速
報

地
後発地震への備え

訊＞日 ・安全な避難場所 ・

場を 発¢> 避難経路等の確認
嗜 信 •水や食料の備蓄を

多めに確保 等

出典：内閣府ホームページ (https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf) 
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日本海溝・千島海溝沿いにおける巨大地震の防災対策の効果試算

1 対策 1 日本海溝地震| 1 千島海溝地震|

死者数 万人 万人

25 12 
10.0 

19.9 

有効な対策 20 
10 

0避難意識の改善 15 
、8割減 8 、8割減

0避難路・避難施設等の整備 10 
4 

5 3.0 
1.9 

2 

゜ 一 ゜
一

対策なし 対策あり 対策なし 対策あり

低体温症要対処者数 万人 万人

5 
4.2 

2.5 2.2 

有効な対策 4 2 

0避難所への2次避難路整備 3 最ヽリス小ク化の 1.5 

溺ヽ
リス小ク化の

0既存施設の有効活用 2 1 

0備蓄倉庫（防寒備品）の整備 1 0.5 

。 一 ゜

対策なし 対策あり 対策なし 対策あり

10 
出典：内閣府ホームページ (https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf) 
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日本海溝・千島海溝沿いにおける巨大地震の防災対策の効果試算

1 

対策
1 日本海溝地震| 千島海溝地震 I

全壊棟数
有効な対策
0耐震化率の向上
0感震ブレーカー設置
0初期消火成功率向上

■ 津波 ■ 揺れ ■ 火災 ■ 液状化、急傾斜地崩落

棟 220.000 -- .1000棟減
•� .I. 

220,000 

219,000 

218,000 

゜

対策なし 対策あり

経済的被害額 ■生産・サー ビスの低下による影響
兆円 ■資産等の被害
35 

31 1割減

有効な対策 30 

0耐震化率の向上 25 

0感震ブレーカー設置 20 

0初期消火成功率向上 15 

OBCPの実効性向上 10 

5 

゜

■ 津波 ■ 揺れ ■ 火災 ■ 液状化、急傾斜地崩落

棟
84,000 

82,000 

80,000 

78,000 

84,000 4000棟減

対策なし 対策あり

■生産・サー ビスの低下による影響
兆円 ■資産等の被害
20 

2割減
17 

15 

10 

5
 

゜

対策なし 対策ぁり 1 対策なし
ヘ° ゞ

対策あり 11 
出典：内閣府ホーム ーノ(https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/220322/shiryo02.pdf)
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